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第３章 事故・緊急時の対応 

 

緊急時対応マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→事故報告書を記入し、校内で回覧する。 

(注)事故につながる問題が生じた場合はヒヤリハット報告を書き、校内で情報共有し、委員会へ報告。 

 

・保健室へ連絡(150) 

・緊急放送(91) 

保健部、管理職を呼ぶ 

・ＡＥＤを取りに行く 

・保健室へ連絡 

・預かり薬を飲ませる 

・保護者へ連絡 

・5分ごとに症状の観察 など 

 

 

 

・エピペンを使用 

※現在預かりはない 

アレルゲンを摂取した 

アレルゲンに触れた 

緊急性が高いアレルギー症状 

 

 

全身症状 

・ぐったり 

・意識もうろう 

・尿や便をもらす 

・脈が触れにくい 

・唇や爪が青白い 

 

呼吸器症状 

・喉や胸が苦しい 

・声がかすれる 

・犬がほえる様な咳 

・息がしにくい 

・強い咳が続く 

・ぜーぜーする呼吸 

消化器症状 

・我慢できない腹痛 

・吐き続ける 

 

・１１９番通報 

救急車の要請 

・保護者 

 
これらの症状が 

ないとき 

歩かせない・立たせない 

記録開始 

 

 
これらの症状が 

１つでもあれば 

☎ 

反応がなく呼吸がなければ心肺蘇生・AED 

発見者 

もしくは 

管理職 

口から吐き出させ、口をすすぐ 

服についた場合は脱がせる。体に付いた場合はアレルギー源をでき

るだけあらい流し、その上でふき取る。 

かゆみがある場合は、かゆみ止めを塗る 

アレルギー症状がある 

 

発見者は、、、、、 

①子供から目を離さない、

ひとりにしない 

②助けを呼び、人を集める 

③エピペンと内服薬を持

ってくるよう指示する 

 

電話 
他の教員 


